平成19年度第五回理事会議事録
日時：平成19年9月8日（土）10:00～16:30

場所：東京夢の島マリーナ

参加者：占部副会長、周東監事、国見理事長、濱本副理事長、荒川理事、濱田理事、

　　　　丹羽理事、　丸田理事

欠席：　神谷理事、　奥村理事、仲野理事、河内理事、赤津監事

議事録：丸田　確認：荒川理事（東日本）、濱本副理事長（西日本）

海外派遣報告（濱本副理事長、濱田理事）

· 各チーム無事帰国の報告があった。
· 海外派遣部会から後日報告書が提出される。
· ワールド、ヨーロッパ選手権とも強風であった。微風、軽風での走りには問題なくトップレベルと思われるが、強風での帆走の問題が残った。強風での練習、経験不足、意識の問題等の意見が有ったが、「強化、海外派遣部会」で今後のアプローチを検討することになった。ワールドについては、出発前の事前合宿が出来ず、残念であった。
· アセアン選手権には6選手を派遣予定。中3の選手が主であり、まとまりあるチームが出来るものと思われる。
全日本準備状況（濱本副理事長）

· NORを含むエントリー、宿泊等の説明がなされた。
· 韓国からのオープン参加選手5名及び監督、コーチの計7名の参加を認める提案があり、承認された。
· 出艇、帰着申告は各クラブのチームリーダーの責任の基に代行サインの採用予定。
· OP協会理事は運営に積極的に参加する。
· 江ノ島ヨットクラブジュニアは、現在、資格停止中であるので筋としては、
全日本OP級ヨット選手権大会の参加枠はない。


但し、日頃、江ノ島を基地として活動している個々のOP愛好者（OP級ヨットマン・ヨットウーマン／OP級少年・少女）の熱意に鑑み、江ノ島グループに対し、新たに上記大会の参加枠を5名認めることになった。
各部会報告

計測委員会（荒川理事）
· 公式計測員の任命・管理がJODAからJSAFに移されたための手続きがほぼ終了した。これにより今後の公式計測員はJSAFの会員であり、且つ、JSAFの認定するERS講習会の受講が求められる。今後、公式計測員の制度を、JODAとしてバックアップするため、基本計測センター計測員の JSAF登録料は計測委員会の予算としてJODA負担とする。その他の公式計測員の登録料負担も計測委員会で判断する。
· 6月30日に兵庫県連と連携して計測講習会（ERS講習会を含む／JSAF資格認定）を実施した。ERS講習会（午前のみ）の受講者は33名、うちＯＰ級講習会（午前・午後）の受講者は16名であった。
· ワールド選手権の計測に参加。その際、広告カテゴリーの件もIODA関係者に打診し見解を求めた所、問題もなく、JODAでカテゴリーCを採用してはとの提案あり。
検討の結果、カテゴリーCの採用が決定された。
· 計測関連の情報を明確に選手会員に伝えるために、計測のHPを立ち上げ、協会のHPにリンクする旨の提案があり、承認された。近々、公開の予定。
レース委員会
· クラブ推薦枠の説明がされた。一部変更の予定。

· ヨーロッパ選手権参加の際、南米選手権（ペルー）に日本選手の参加を招待された旨の報告あり。

· 来年度の各大会の開催場所が提案され、検討されたが現段階では以下の通り。

2008年最終選考会　　　　和歌山

2008年全日本　　　　　　検討中

2008年チームレース　　　広島

2008年東日本　　　　　　逗子

2008年西日本　　　　　　唐津

2008年全日本オープン　　検討中

· 2009年度の開催地未定の大会については例年通り候補地を広報にて募集する。

育成委員会（丹羽理事）

· 出前コーチ（沖縄）の報告があり、その際、沖縄県連として2009年の全日本を沖縄では、との打診があった旨の報告があった。
事務局（丸田理事）

· クラブ登録があり、選手会員の登録がないクラブがあるが、その取り扱いについてはクラブ登録を抹消しても良いのかとの問題提議がり、抹消が承認された。
· 新規クラブ承認保留（B&G　なごや海洋クラブ）については、なごやジュニアヨットクラブで再検討願い、できるだけ早く結論を出していただくことになった。
· クラブ所属選手会員が個人会員に変更になった際、個人会員としての期間を検討し、

総会で規約を提案することになった。

2007年度総会

· 11月3日（日）、花菱ホテル会議室にて開催予定。
· 総会資料（各部会）の提出及びスケジュール等の打ち合わせがあった。

· デンマークイクスチェンジプログラムは来年も実施することを確認。

次回理事会は11月3日（日）

以上
